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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 1,487 △0.7 112 △54.6 121 △50.7 75 △57.0
26年3月期第1四半期 1,497 2.4 247 4.4 245 2.7 175 20.2

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 80百万円 （△39.9％） 26年3月期第1四半期 133百万円 （△3.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 12.94 ―
26年3月期第1四半期 30.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 9,497 5,933 62.5
26年3月期 9,912 5,951 60.0
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 5,933百万円 26年3月期 5,951百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 17.00 17.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 0.00 ― 17.00 17.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,200 6.6 390 △8.1 380 △8.0 230 △19.7 39.51
通期 7,800 6.1 890 △7.6 870 △6.8 530 △40.4 91.05
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付
資料】Ｐ.３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。１株当たり当期純利益は自己株式を含めて算出しております。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 6,270,000 株 26年3月期 6,270,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 449,299 株 26年3月期 449,299 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 5,820,701 株 26年3月期1Q 5,823,214 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１)  経営成績に関する説明 

① 業績 

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）におけるわが国経済は、全般的に

は企業の景況感や、設備投資の緩やかな回復基調は継続しているものの、消費税率引き上げの影響等によ

り、当社の属する計測器業界においては、なお先行きに対する慎重姿勢が払拭されない状況で推移しまし

た。 

このような経営環境下、当社グループにおきましては、従来からの強み製品を中心として、環境・エネ

ルギー関連等好調な市場にフォーカスする等、鋭意拡販に取り組みました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,487百万円（前年同期比0.7%減）、損益面で

は経常利益121百万円（前年同期比50.7%減）、四半期純利益75百万円（前年同期比57.0%減）となりまし

た。 

 

② 営業の分野別状況 

当第１四半期連結累計期間における営業の分野別状況は、次のとおりであります。 

 

≪電子計測器分野≫ 

電子計測器分野では、継続的な新製品の開発と拡販に努めておりますが、当期においては、ファンク

ションジェネレータが堅調に推移したものの、周波数特性分析器がエレクトロニクス市場等において、

全般的に需要面の力強さに欠ける状況で推移しました。 

以上の結果、電子計測器分野の売上高は204百万円（前年同期比4.1%減）となりました。 

 

≪電源機器分野≫ 

電源機器分野では、直流電子負荷DL3000シリーズを上市するなど、製品の積極的な拡販活動を実施し

ており、当期においては、系統連系関連装置用の高機能・高性能な交流電源やコンパクト交流電源等が

堅調に推移しました。 

以上の結果、電源機器分野の売上高は609百万円(前年同期比2.0%増)となりました。 

 

≪電子部品分野≫ 

電子部品分野は、当社が得意としているアナログ技術をベースにして開発したカスタム製品が主です

が、全般的に需要面の力強さに欠ける状況で推移しました。 

以上の結果、電子部品分野の売上高は203百万円（前年同期比27.0%減）となりました。 

 

≪カスタム応用機器分野≫ 

カスタム応用機器分野では、当社の強みである計測技術と電力制御技術を駆使した各種電源装置か

ら各種システムに亘る環境・エネルギーソリューションを積極的に展開しており、当期においては、

系統連系関連装置が堅調に推移し、また表面処理用を中心とした各種カスタム電源装置も寄与し、総

じて好調に推移しました。 

以上の結果、カスタム応用機器分野の売上高は379百万円（前年同期比13.8%増）となりました。 

 

≪その他分野≫ 

この分野は、修理・校正および仕入商品の売上が主なものです。 

その他分野の売上高は91百万円（前年同期比21.2%増）となりました。 
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(２)  財政状態に関する説明 

（資産、負債、純資産） 

当第１四半期連結会計期間の総資産は棚卸資産が増加したものの、売上債権の減少などにより、前連結会

計年度と比較して414百万円減少し、9,497百万円となりました。 

負債は前連結会計年度と比較して395百万円減少し、3,564百万円となりました。 

純資産は前連結会計年度と比較して18百万円減少し、5,933百万円となりました。 

 

(３)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

世界経済は、米国を中心に今後も引き続き底堅い回復が続くと期待され、国内においても、景気は全般的

には底堅く推移していくものと期待されます。 

このような状況のもと、当社グループにおいても直近の業況において回復の動きが見られますが、環境変

化にさらに俊敏に対応すべく事業全般の効果・効率を一層高め、新製品の継続的上市、新製品を含む強み製

品の拡販、原価・経費低減等を引き続き強力に推進してまいります。 

開発面では特に電子計測器、電源機器の製品ラインアップ強化を図ってまいります。また、販売面では各

営業拠点の販売、サービス機能の拡充を図るとともに、顧客へのソリューション提供活動を強力に展開して

まいります。 

なお、業績予想につきましては、前回業績予想から変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(２)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(３)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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